
本仕様の適用範囲（１）

適用は  　印を記入する。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする。錆止め

注1） 現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％

（6） 防錆塗装

接合部の溶接は下記によること
平成12年度建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

組立・開先検査

鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「JASS6」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」

工事監理者の承諾を必要とするもの

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（4）

（5）

（2）

（

（3）

接合部の検査

工事監理者が行う検査項目

製作工場

現寸検査

鋼材 高力ボルト

（1）

頭付スタ ッド

工作図製作要領書

特殊ボルト

製品検査

施工計画書

認定または登録工事（大臣認定 　S　H　M　R　J　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）

鉄筋コンクリート造

構 造 種 別

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

材料規格証明書※、または試験成績書

※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

建方検査

日本建築学会「溶接工作規準、同解説 Ｉ、Ｉ、Ｉ、ＩＩ、 ＩＩ ＶＶ、ＶＩＶ、 Ｉ、 Ｉ Ｉ、ＩＸ」ＶＩＩ

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工偏」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

注2） 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　　　要　　　否　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

一時締め後にマーキングを行い、二次締めの後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールが破断を確認する。

建築物の構造内容２ ．

本仕様の適用範囲1．

地     盤4． 鉄骨工事6．

設備関係7．

（ 施工方法等計画書）構造設計特記仕様　 修正箇所は下線を引くこと。

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18N/mm以上 60N/mm以下の
2

コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋

コンクリート用棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事に適用する。

仕様書等の優先順位（2）
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

1 特記仕様

2 設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

3 標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

4 建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

建築場所（１）
新潟県上越市大貫2丁目820番地ほか

工事種別（2）
増築 改築 増改築新築

（3） 構造設計一級建築士の関与 必要としない必要

法第20条第二号 （   RC造高さ20m超　　　S造4階建以上      木造高さ13m超      その他 ）

（4） 階数
地下   　階 地上   　階 塔屋   　階

（5） 構造種別

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造　　　　　　　　　

（RC造）

（SRC造）

（S造）

該 当 階 等

基礎    階～ 階

階

階

階～

階～

免震建物

制振建物

塔状建物

架 構 特 徴 等

（6） 主要用途
共同住宅事務所 診療所 倉庫店舗

（7） 屋上付属物
高架水槽キュービクル kN kN 広告塔 kN 煙突 m

太陽光発電設備

（8） 設計荷重
（a）主な積載荷重

室     名 床 ・ 小 梁 用 架 構 用 地 震 用

（N/m）
2

（b）一次設計用地震力

Co = Z = Rt = K（地下） = 

（c）風荷重

地表面粗度区分　 基準風速 Vo =        m/sec

（d）雪荷重

垂直積雪量 cm 設計用雪荷重 kN/m
2

（e）特殊の荷重及び仕上げ材

エレベーター kN 基 受水槽 kN エスカレーター

（9） 構造計算ルート
X方向ルート  - （   ） Y方向ルート  - （   ）

（10）一次設計時用層間変形角
X方向    1/          rad Y方向    1/          rad

（11）付帯工事
擁壁門塀 駐輪場 機械式駐輪場

（12）特定天井
有 無

（13）屋根、床、壁

使用建築材料表・ 使用構造材料一覧表3．

コンクリート（１） （レディミクストコンクリート　 JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）

適 用 箇 所

階 部　位

設計基準強度 品質基準強度 スランプ 比 重
Fc = N/mm

2
Fq = N/mm

2
cm

（スランプフロー） γ = kN/m
3 備 考

柱 壁梁

床版

柱 壁

床版

床版

基礎

柱 壁梁

床版

柱 壁梁

床版

柱 壁梁

床版

土間コンクリート

捨てコンクリート 18 18 15 23 ＊本仕様特記外

＊本仕様特記外21 21 15

セメントの種類
普通ポルトランドセメント 中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント
細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水道水 地下水 工業用水

材齢（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）28日 56日 91日

養生（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）標準 現場水中 現場封かん

185kg/m
3
以下 175kg/m

3
以下

270kg/m
3
以上

AE減水剤 高性能減水剤

4.5％ 以下 3.0％ 以下
0.3kg/m 以下

3

65％ 以下 50％ 以下

（2） コンクリートブロック （　　JIS A 5406）
B種A種 C種 厚 100 120 150 190 使用箇所（　　　　　　　　　）

（3） 鉄   筋

鉄   筋 種 類 使用箇所 備   考使用径 mm

SD295A

SD295B

SD345

SD390

SD490

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式継手

機械式定着工法

異 形 鉄 筋

（JIS G 3112）

685

785

1275
高強度せん断補強筋

大臣認定番号

MSRB - 

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。
注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9、（2）鉄筋の項の鉄筋継手の項に  にて表示すること。

（4） 鉄   骨

種   類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

（5） ボルト等
高力ボルト

F10T （JIS B1186） S10T大臣認定番号 （　　M16、   M20、   M22、   M24、      ）

溶融亜鉛めっき高力ボルト     大臣認定番号 （　　M16、   M20、   M22、   M24、      ）F8T （MBLT-0050）

ボルト （JIS B 1180）  M 12   M 4.8（4T）

アンカーボルト （構造用アンカーボルト）

SS400  シングル ダブルL= ナット（　　　　　　　　　    ）M mm

SS400 シングル ダブルL=M mm （JIS B 1220）

シングル ダブルL=M mm

頭付スタッド （JIS B 1198）

φ= L=       mm 使用箇所（  柱   大梁   小梁）

φ= L=       mm 使用箇所（  柱   大梁   小梁）

地盤調査資料と調査計画（１）

有 （   敷地内     近隣） 無 （調査計画   有   無）

調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り 調査項目 調査計画資料有り
ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験

水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査

試験堀（支持層の確認） 平板載荷試験 液状化判定

スウェーデン式サウンディング 現場透水試験 PS検層

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

土　質
１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

▽GL

標準貫入試験

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さに
　ついてのコメント

○孔内水位

　GL- m

○近隣データの調査地番と
　設計地番とは約　　mの
　距離がある

○備考

地盤図は別紙（S-11）による

ボーリング標準貫入値、土質構成（2） （基礎・杭の位置を確認すること）

地業工事5．

直接基礎（１）
深さ GL-  m　   m

べた基礎 布基礎 独立基礎 試験堀   有   無

支持層-         長期許容応力度     載荷試験   有   無

（2） 地盤改良 浅層混合処理工法 深層混合処理工法

深さ GL-    m 長期許容応力度  kN/m
2

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする。

（3） 杭基礎 支持層-         

場所打ち

コンクリート杭

Fc N/mm 2コンクリート

スランプ cm以下

セメント量

単位水量

kg/m 3

kg/m 3

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

日年 月

号第

認定

杭   種 材   料 施 工 法 備   考

拡底杭 杭頭、拡底杭

鋼管補強杭

深 礎 手堀

機械堀

既製杭・杭種 備   考

PRC

PHC

鋼管

SC

Ｉ種

ＩＩＩ

種Ｉ種Ｉ ＩＩＩ

A種 B種 C種

種   類

鋼材

鋼材

コンクリート FC85

コンクリート FC105

埋め込み

打ち込み

日年 月

号第

認定

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

試験杭 （   有   無） （   打ち込み・   載荷・   孔壁測定） 2    本

杭径 設計支持力 杭の先端の深さ 本 数 特 記 事 項

kN/m
2

（mm） （kN） （m）

検 査 箇 所 検 査 方 法
工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

備  考

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

外観検査（※）

超音波探傷検査
内質
検査
（注）

硬さ試験

示温塗料塗布

100 ％ 30 ％ ％

100 ％ 30 ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

※平成12年建設省告示
第1464号第二号による
（目視及び計測）

（注）東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する。

マクロ試験・その他

隅肉溶接部 外観検査（※）
個 個

100 ％ 30 ％

個

第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　号）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施行者が、受け入れ検査を代行させるために自ら契約

した検査会社をいう。

ペイントは、   JIS K 5621、   JIS K 5674、         　 （フォースター　　　　　）を使用し、F☆☆☆☆

2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、2回塗りとする。

（7） 耐火被覆の材料

（MBLT-0125）

ナット（　　　　　　　　　    ）

ナット（　　　　　　　　　    ）

（ 1）

2

梁

基礎梁

溶接金網
（JIS G 3551）

載荷試験   有   無

材  料 施 工 法

検査率又は検査数

F

23

150×150

％

1

0.2 0.9 1.0

30

250

3 3

200 200

24 15 23

D10～D16

D19~D25

16 480

20 600

シルト岩

 適宜

 適宜

 適宜

 適宜

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとし、

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な

部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の

支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は

厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の

振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、建築物の部分を貫通して配管する場合に

おいては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。又、特記

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、管の伸縮その他の変形により当該管に

損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可　継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く。）は、管を支持し、又は固定する場合に

おいては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第1389号に

より、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震時に対して安全上支障のない構造として、平成12年

建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

エレベーター・エスカレーターの支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

エレベーター・エスカレーターは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の

構造耐力上主要な部分に、緊結すること。また、地震時の層間変形角に追従できること。

エレベーター・エスカレーターの荷重は、建築物全体へ考慮すること。エレベーター・エスカレーターの受材が

直接取り付く梁・小梁等は安全なものとすること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けないこと。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5cm以上を

原則とする。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

緊結部分は構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

以外の梁貫通孔は原則として設けないこと。

構造設計特記仕様（1）

    01

図面名称

Job No.

発⾏日

工事名

一級建築士事務所登録

管理建築士　 一級建築士登録

設計者

担当責任者
担当

構造関係規定に 適合す る こ と を 確認し た

構造設計一級建築士登録

検査者

一級建築士登録

23001

S-

2023.08

（⻑野） M第 77312 号

第208750号 関口浪男

寺尾祐紀

大久保

第 376839 号

寺尾
村上

渡辺明元第 8602 号

印

縮尺

⾦谷地区公⺠館
新築工事

(建築工事)

      行うこと

講ずること。

1

7.5

D29

R

kN kN

24

６φ デッキコンクリート室外機

公民館又は集会所

屋根 0 0 0

集会室、廊下 3,500 3,200 2,100

事務室 2,900 1,800 800

調理実習室 2,900 2,400 1,300

駐車場 5,400 3,900 2,000

I（重要度係数） = 1.25

（二次設計時） 

材　　種

折　板 H= 厚

厚

型式　厚　その他 使用箇所

壁

壁 床版

庇

スライド

ロッキング

ボルト止め

仕様・構法

ALC

押出し成形セメント板

ハーフPca版 Pca版 厚

（JIS A 5416）

床版

SS400 SM400 SN400A,B,C

SN490B SN490C

STKR400 STKR490
BCR295 BCP235 BCP325

SSC400

STK400

溶接材料

有 無 JIS G 3101 JIS G 3106 JIS G 3136

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

JIS G 3136

JIS G 3466

大臣認定品　認定番号 BCR：MSTL-0377

JIS G 3350

JIS G 3444

JIS Z 3312

梁、二次部材他

ダイアフラム

柱

胴縁、母屋、天井受

開口補強材、屋根受

柱

深 度 N 値

プレボーリング

拡大根固め工法

S-12に拠る

吹付けロックウール

倉庫 7,800 6,900 4,900

ピット床 980 600 400
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Copyri ght  (C) 株式会社エ ー シ ー エ 設計　 著作権者の 許可なく 複製、 転載、 第三者開示等の ⾏為を 禁止する 。

N-径

形鋼ブレ-ス

FB-65×9　中ボルトM16

=@
60
0

16φ=@200
ア-クスポット溶接

50-400

50

50-400

600以下

符　号 部　　　材

≧ 1mm　フィラプレ-ト併用の事
Ft　-Ft　

r：半径　t：板厚

Wt　-Wt　1 2

リブプレ-ト

ハンチ起点は避けた方がよい

1Ft

1Ft

1

1

Wt

2

LP -PL- 1（ ） ） N1-径2（

M20

18.33

18.07

150

21.5

50

32.5

66

75

M20

34
へりあき

+0　-0.5mm

最　　　　　小

最　　　　　大

ねじの呼び（d）

板　　　厚

へりあき

板　　　厚

ねじの呼び

本　　　数

溶　接　長　さ （最小）

ボルト端から取付けボルト
穴心のあき     （最小）

は　し　あ　き（最小）

切板製

2Wt

2Ft

2Ft

取付ボルト
（2）

平鋼製
（最小）

N2-径）（-PL 3
調整ねじの長さ

取付ボルト穴径
許容差

（最小）

軸径d 1

JIS　B　1186　　2種高力ボルト（F10T）

11

M12 M16

t

e2

e3

t

（1）

6

25.0

40

52

5 6

50

52

25.0

1

M16

11

M20

6

25.0

59

55

6

9

9

9

32.5

66

60

9

M14

12.41

12.66

10.59

S

R

e1（2）

（1） e2

40

17.0

100

40

115

17.0

28 28

M12

10.83

16.0714.41

17.0

125

45

28

140

21.5

50

34

M16

14.66

M18

16.33

300以下

スラブ端部の補足材

50-200

50-400

1

M22

2

M20

9

37.5

73

85

9

9

37.5

70

85

9

1

21.6920.07

165

23.5

55

38

175

21.5

50

38

M22

20.33

M24

22.00

1

e

PL-1.6

PL-1.6

50-400

e

1

e

L形鋼

e

補足受材

e

PL-（2）

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

p
e

PL-（3）

eeee

10N1（片側）

e
p

ep
10

peee

フランジ

PL-（2）

PL-（1）

N2（片側）

PL-（1）
PL-（2）

符　号 タイプ

e

p

部　　　材

1

e

1

e
p

（片側）

PL-（1）

PL-（1）

PL-（2）

N

ee
10
e

1

部　　　材符　号 PL-（1）

L
注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行なう

PL-（3）

ウエブ

PL-（2）
PL-（1）

符　号

ee

N2

e
p

p
e
e
e
1
0L

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

3
）

L
部　　　材

P

フランジ

-- LP1（ ） ）（2 N1-径

P
L
-
（

3
）

ppe e

N2

e
p

e
1
0

e
p

e

P
L
-
（

1
）

P
L
-
（

2
）

4

Bタイプ

L

p

e

PL-（1）

N-径

e

e e

N

D≦150

PL-（2）

PL-（1）

PL-（3）

e

外
PL

-（
1）

 内
PL

-（
2）

p
e

p
1
0 e

eL

p N1

B1≦250

B2 B2

B1

p4
5

PL-（3）

D≦300

PL-（2）

PL-（1）

150
40

e 4
5

40

35以上

1

エ
レ
ク
シ
ョ
ン
ビ
-ズ

140

e

（90）70 70（90）

外
PL

-（
1）

 内
PL

-（
2）

4
5
e

4
5

1
0 e

e
4
5

4
5 N1

L

B1

B1=300

B2 B2

外
PL

-（
1）

 内
PL

-（
2）

p
e

e
e

p
1
0
p N1

B1

B1=350（400）

B2 B2

梁との溶接およびコネクタ-

受梁へのかかり寸法及端部処理

梁上通しの場合

梁上切断の場合

N2-径

ウエブ

-LP （ ）3

e

4

Cタイプ

4

1

あて板（鉄板）

e

水平ブレ-ス

既製品面戸（鉄板）

羽子板ボルト

長さ

d
1

柱D=250mm
Aタイプ使用は

以下とする

35以上

Aタイプ

400 170

4

S

d
1

8

S

d

8

70175

200

250

350

300

80

100

140

110

B1

150

B2

60

長さ
d

R e
2

e3
e1

R

t

R

P

e1
e3

t

e
2

1

PL-（1）

1

パイプとプレ-ト補強（片面）

リブプレ-ト補強パイプ補強（小径の場合）

プレ-ト補強（片面又は両面）

PL-3.2

L-50×50×6@≦600

1

1

PL-50×6

30 6

50

e

φ

1 1

10 10

1

1

1

1

1

φ

スタッド材の標準形状・寸法

あて板（非金属）

e

折曲加工

2φ

Ld

形状

D

T

φ22mm

φ19mm

φ16mm

10

φ13mm

呼び名
軸径 d

mm

ス タ ッ ド 材

頭径 D

mm mm

頭高さ T

N

30ﾟ

1 PL-6

1
5

二重ナット等

10

溶接後の長さ L

mm

（両面） 1

e

PL-（1）

p
e

ee10

N

＜TYPE-1＞ ＜TYPE-2＞ ＜TYPE-3＞

H-100×50及びH-150×75の場合

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

r＞8t以上

φ
'

2
φ

'

D

e≧35mm

座金

の戻り止め

アンカーボルト
(定着長さ≧20d
かぎ状に折り曲げる
等の措置)

縁端距離(ボルト孔
の径に応じ、表に
示す数値以上)

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

帯筋(令77条
を準用)根

巻
き

部
分

の
高

さ
≧

柱
幅

×
2.

5)

H

D

柱幅
(DとHのいずれか

大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ
(＞

柱
幅
×

2.
0)

コンクリート
のかぶり厚さ
(柱幅以上)

基礎梁主筋ベース
プレート厚
≧1.3d

基礎梁主筋

基礎梁主筋
U字形
補強筋

アンカー
ボルト径
(d)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

φ
'

φ
'

1 φ

1

(φ1+φ2)×3/2以上

φ1 φ2

貫通孔の間隔

D

プレート補強の板厚

スリーブ径 補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

φ≦0.15D

φ≦D/4

φ≦D/3

φ≦0.4D

50-200 1

PL-50×6

U字形補強筋

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
孔

径
≦

d
+
5
m
m

※修正箇所は下線を引くこと。鉄 骨 構 造 標 準 図　 （ 2）
継手規準図、 その他3．

高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）（１）

呼び径 d

M22

M20

M16

M24

穴　径

24

22

18

26

ボルト 最 小 縁 端 距 離 （e）

ボルト穴径、最小縁端距離

（1）

50

55

40

60

（2）

38

34

28

44

（2（3）

28

26

22

32

準の） 標（）

40

40

40

3

45

標 準最 小

55

50

40

60

60

60

60

70

（P）ピ ッ チ

（mm）

M22

M20

M16

M24

M27

ア
ン
カ
｜
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M30

M30を

(
)

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

21（16.5）

呼び径+5

35

25（20.5）

27（22.5）

29（24.5）

32

38

34

28

44

28

26

22

32

49

54

9d/5

36

40

4d/3

（40）

（40）

（40）

（45）

（40）

（50）

（55）

（60）

（60）

（60）

（60）

（70）

超える

[注]（1） 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（2） せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（3） 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ピン接合梁継手リスト（2）

剛接合梁継手リスト（3） （SCSS-H97による）

ハンチ部の継手（4） フランジ及ウエブ厚の差のある場合

柱継手リスト（5）

p10

鉄筋ブレース（6） （JIS規格品とする・・・ JIS A 5540 … 2008 / 5541 … 2008）

6

[注]（1） e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

（2） 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

羽子板ボルト（a）

形鋼ブレース（b）

デッキプレート（7） （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

柱脚（8） 注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

※ 構造用アンカーボルトは原則として JIS B 1220、JIS B 1221を使用する。

頭付スタッド（9） （JIS　 B 1198 - 2011）

13 25 8

16 29 8

19 32

22 35

25 41

10

10

12φ25mm

80 100 120

80 100 120

80 100 120 150

80 100 120 150

120 150 170

梁貫通孔補強（10）

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

・梁端部（内法スパン   の1/10以内かつ、2D以内）は避ける。0

・φ≦ 0.4D

・φ'は補強板の穴径を示す。

・既製品を使用する場合は施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

種　　　類

図面名称

Job No.

発⾏日

工事名

一級建築士事務所登録

管理建築士　 一級建築士登録

設計者

担当責任者
担当

構造関係規定に 適合す る こ と を 確認し た

構造設計一級建築士登録

検査者

一級建築士登録

23001

2023.08
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大久保
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基礎リスト
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RC部材リスト
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鉄骨架構詳細図
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A1:1 / 100　　A3:1 / 200  

梁せい梁記号 梁　幅 数量

FG2A

FG1

スリーブ
内　　径

50

FG1 80

125

150

50

100

125

150

50

125

150

175

50

80

150

50

125

150

縦筋 横筋 斜め筋 備考

FG1

FG1

FG2A

FG2A

FG2A

FB100A

FB100A

FB100A

FB100A

FB100B

FB100B

FB100B

B70

B70

B70

550 1500 2 - - - 補強無

550 1500

550 1500

550 1500

450 1500

450 1500

450 1500

450 1500

350 1000

350 1000

350 1000

350 1000

400 1000

400 1000

400 1000

350 700

350 700

350 700

1

1

1

2

2

1

4

4

2

1

1

4

2

2

12

5

1

梁貫通孔補強要領

- - - 補強無

- - - 補強無

2×□-D13 - 2-D13

- - - 補強無

- - - 補強無

- - - 補強無

2×□-D13 - 2-D13

2×□-D13 2-D19

2×□-D13 2-D19

2-D13

2-D13

2×□-D13 2-D192-D13

2×□-D13 3-D192-D13

2×□-D13 2-D192-D13

2×□-D13 2-D192-D13

2×□-D13 2-D192-D13

2×□-D13 2-D13-

2×□-D13 2-D132-D13

2×□-D13 2-D132-D13


